
 

 
 
 
 
 
 

 

国が平成 25 年を「メンテナンス元年」と位置付け、インフラ老朽化対策に向けた提言を行って

います。本誌では、国の情報や県の長寿命化の取組をわかりやすく紹介していきます。 

 

 

 

平成 2７年２月策定の「静岡県公共施設等総合管理計画」に基づきインフラ資産の長寿命化に取

り組んでいますが、今回は取組の進捗状況を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の特集！ 静岡県のインフラ長寿命化対策の取組状況 

Asset Times19 号   2016 年
静岡県社会資本長寿命化計画についての情報を皆様にお届けします   アセット タイムズ

 

 

静岡県社会資本長寿命化計画  

ニュースレター 

 

高度経済成長期に建設され、本県の社会経済

を支えてきた多くのインフラが、近い将来に更

新期を迎え、それらの維持管理や更新に係る費

用の増大が予想されております。巨大災害にも

耐え得るインフラの安全性や利便性を確保しつ

つ、トータルコストの縮減や予算の平準化が必

要であることから、インフラの戦略的な維持管

理や更新を推進しています。 

 

 

インフラの劣化には施設差が大きく、その寿

命を綿密に評価することは技術的に困難です

が、上記目標を達成するためには、施設の点

検・診断から維持管理・更新までのメンテナン

スサイクルを構築し、計画的な維持管理・更新

を行う必要があります。そこで、管理履歴等を

記録し、それを予防保全計画にフィードバッ

ク・活用することなどを示す「中長期管理計

画」を、施設ごとに策定することとしていま

す。 

 

優先的に取り組んでいる 12 施設について、これまでに舗装、橋梁、トンネル、斜面施設（道路・砂

防）、水門・陸こう、ダム、港湾（係留施設）、漁港（係留施設）、公園、農業水利施設の 10 施設で

「中長期管理計画」の策定が完了しており、これら施設では、計画に基づく予防保全的な修繕事業が実

施されております。一方で、現在のところ「中長期管理計画」が未策定の空港、下水道（管路）の２施

設については、点検が完了し、必要なデータが揃ったことから、平成 28 年度中に策定する予定です。 

 

 

取組を進める上で、管理施設の現状が把握しきれていないこと、点検業務が増加し、適切な点検技術

者の育成・確保が必要なこと、管理施設を多く抱える市町では人員・技術力が不足すること等の課題が

見えてきました。これらの課題に対応するため、“現状の把握”、“点検技術の向上”、“市町支援”

について環境整備を進め、社会資本長寿命化の円滑な推進を図っております。 

“現状の把握”において、施設横断的な社会資本全体の老朽化状況を把握するため、各施設の点検診

断結果を集計・分析しています。 

“点検技術の向上”では、点検診断を支援する橋梁点検における飛行型機械やトンネル点検における

計測機械、海中作業用の ROV など、インフラ用ロボットについての情報を収集しております。 

“市町支援”では、職員研修において、賀茂地域でのサテライト研修の開催や維持管理技術研修の拡

充といった、技術習得の場の拡充に取り組んでいます。 

① 取組概要 

②中長期管理計画の策定 

③優先的取組対象１２施設の進捗状況 

④取組を進める上での課題と重点事項 

段階 状態

点検診断 計画策定に必要な点検診断を開始しているが、完了していない段階

計画立案
全ての施設について点検診断が完了し、中長期管理計画の策定を開始し
ている段階

事業実施 中長期管理計画の策定が完了し、計画に基づいた事業を実施している段階

計画見直し
点検診断結果の蓄積や事業実施の状況などにより、中長期管理計画の見
直し作業を開始している段階

取組の進捗状況

※管路は計画立案中 
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優先的取組対象12施設（予防保全）の長寿命化の進捗状況（H28.10月現在）
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＜第 1９号の発行にあたり＞ 

今回は、静岡県の長寿命化の取組の進捗状況を特集し、優先的取組 12 施設の点検診

断結果も掲載しました。少しでもみなさんに取組を知っていただければ幸いです。 

 静岡県としては、引き続き、各施設の長寿命化対策を進めると共に、社会資本長寿

命化行動方針に基づく中長期管理計画の策定を進め、効果的・効率的な予算執行に向

けた取組を進めていきます。 
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静岡県 長寿命化 検索 
「静岡県社会資本長寿命化計画の取組」「ｱｾｯﾄﾀｲﾑｽﾞ」の

バックナンバーについてはホームページをご覧ください。

⑤優先的取組対象１２施設の点検診断結果 

 施設の現状を把握するため、直近の点検結

果について、トンネル等の健全性の診断結果

の分類に準じて、健全、予防保全段階、早期

措置段階、緊急措置段階の４段階の分類を

し、「見える化」を図っております。集計を

行った結果は右のグラフの通りです。 

全体的な傾向として、当面の措置を講ずる

必要のない「健全及び予防保全段階」で

75.5％、５年以内に措置を講じる「早期措置

段階」が 10.2％、直ちに措置を講じる「緊急

措置段階」が 0.02％の割合であり、優先的取

組対象 12 施設においては、8割近くの施設が

良好な健康状態であることがわかります。 

 一方で、対策を講じなければならない施設

は、全体の１割程度であり、これら施設にお

いては計画的な老朽化対策を実施していると

ころです。 

なお、公園においては、「緊急措置段階」

が数箇所ありますが、利用制限、緊急補修が

行われています。 

橋梁、トンネル、斜面施設（道路）、漁港

（係留施設）、下水道においては、点検マニ

ュアルの変更等に伴う未判定等（点検済を含

む）の施設がありますが、今後、点検診断が

実施される予定です。 

⑥道路施設の長寿命化緊急対策事業 

 橋梁については、107 橋の緊急修繕を進めており、平成 27 年度末までに 104 橋が完了し、今年度は残り

の 3橋の修繕を行います。トンネルについては、31 箇所の非常用設備の緊急修繕を進めており、平成 27 年

度末までに 23 箇所が完了し、今年度は残りの 8 箇所の修繕を行います。舗装については、MCI が 2.0 を下

回る箇所が無くなるように 378ｋｍの緊急修繕を進めており、平成 27 年度末までに 328ｋｍの修繕が完了

し、今年度は残りの 50ｋｍの修繕を行います。 

 静岡県では平成 22 年度から道路施設の長

寿命化緊急対策に取り組んでおり、すでに

管理限界を下回っている施設について、緊

急修繕を実施しております。 

平成 28 年度までに対象施設の修繕を完了

し、管理限界を下回る前に修繕を実施する

予防保全管理へ移行し、施設の長寿命化に

取り組んでいきます。 

「健全及び予防保全段階」で 75.5％（当面の対策の必要無） 「早期措置段階」以上が 10.2％（要対策）

道路法及び関係法令の改正に基づく、４段階の区分は H30 までに行う 

旧ガイドラインで点検実施、判定は未実施

圧送区間のため、点検未実施

※ｎ＝○○は、施設数を表す。このグラフは優先的取組対象 12 施設の直近の点検結果を集計したものです。 


